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腹日時・期間　複場所　覆対象　淵内容　弗持ち物　払定員　沸費用　仏申し込み　物問い合わせ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内
案
内

八
潮
市
食
育
推
進
計
画「
ハ

ッ
ピ
ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
食
育

プ
ラ
ン
改
訂
版
」
を
策
定

食
育
を
通
し
た
市
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
八
潮
市
食
育
推
進
計
画
「
ハ
ッ
ピ

ー
こ
ま
ち
ゃ
ん
食
育
プ
ラ
ン
改
訂
版
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
（
８
４
０
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
）、

市
内
公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

計
画
の
概
要
版
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児

童・生
徒
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
ま
す
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
995
・
３
３
８
１

屋
外
広
告
物
に
よ
る
危
害
の
防

止
お
よ
び
情
報
提
供
の
お
願
い

２
月
15
日
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
ビ
ル

の
壁
面
に
設
置
さ
れ
た
屋
外
広
告
物
の
一

部
が
落
下
し
、
近
く
を
歩
い
て
い
た
方
に

当
た
り
重
症
と
な
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。屋

外
広
告
物
は
、
そ
の
設
置
や
管
理
が

適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、
倒
壊
や
落
下
に

よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
招
き
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
て
い
る
方
は
、

定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
老
朽
化
に
よ

る
倒
壊
、
落
下
な
ど
の
恐
れ
の
あ
る
も
の

は
、
速
や
か
に
撤
去
、
改
修
な
ど
の
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、
常
に
安
全
性
を

図
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊
、
落
下
な

ど
の
恐
れ
の
あ
る
屋
外
広
告
物
を
見
か
け

た
方
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

物
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
☎
焚
３
４
６

パ
ス
ポ
ー
ト
受
取
窓
口
の
お
休
み

腹
５
月
３
日
㈷

物
駅
前
出
張
所
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
☎

932･
８
０
１
０

八
潮
メ
セ
ナ
と
八
潮
メ
セ

ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
駅
前

分
館
）
の
臨
時
休
館

腹
５
月
３
日
㈷
〜
６
日
㈬

物
八
潮
メ
セ
ナ
☎
998･

２
５
０
０

住
宅
用
省
エ
ネ
設
備
と
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
へ
の
補
助
を
交
付

覆
住
宅
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ（
ヘ
ム
ス
）を
設
置
し
、

併
せ
て
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
、太
陽
熱
、地
中
熱
、

蓄
電
池
、電
気
自
動
車
充
給
電
設
備（
Ｖ
２

Ｈ
）の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を
設
置
す
る
方

補
助
額　

▼
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
１
件
に
つ
き
２
万

円
▼
他
の
設
備
１
件
に
つ
き
５
万
円
▼
高

効
率
給
湯
、
高
効
率
空
調
、
高
断
熱
外
皮

な
ど
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
の
た
め
の

設
備
導
入
・
工
事
に
対
し
て
、
１
件
に
つ

き
50
万
円

※
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
＝
住
宅
の
太
陽
光
発
電
や
蓄

電
池
、
家
電
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
管
理
で
き
る
設
備

※
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
＝
高
効
率
設

備
、
高
断
熱
建
材
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
住
宅
の
年
間
の
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
が
正
味
（
ネ
ッ
ト
で
）
ゼ
ロ

と
な
る
住
宅

物
県
温
暖
化
対
策
課
☎
048･

830･

３
０
４
２

公
益
信
託
高た

か

橋は
し

保や
す

蔵ぞ
う

八
潮

市
交
通
遺
児
奨
学
基
金

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▼
市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
ど
も
で
両
親

ま
た
は
父
母
の
一
方
が
交
通
事
故
を
起
因

と
し
て
死
亡
し
、
残
さ
れ
た
遺
児
▼
学
校

（
幼
稚
園
を
除
く
）
ま
た
は
専
修
学
校
の

高
等
課
程
、
も
し
く
は
専
門
課
程
に
在
学

す
る
方

奨
学
金　

月
額
７
０
０
０
円
〜
３
万
円

※
返
還
義
務
な
し

仏
三
井
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
受
託
業

務
部
公
益
信
託
グ
ル
ー
プ
（
公
益
信
託
高

橋
保
蔵
八
潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
受
託

者
☎
03
・
５
２
３
２
・
８
９
１
０
）
へ

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処

理
に
は
登
録
が
必
要
で
す

県
内
の
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
（
ト
ラ

ン
ス
・
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど
）
は
、
中
間
貯

蔵
・
環
境
安
全
事
業
㈱
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

東
京
事
業
所
が
処
理
先
で
、
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６

カ
月
間
に
登
録
す
る
と
、
処
理
料
金
が
３

パ
ー
セ
ン
ト
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

覆
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
ト
ラ
ン
ス
・
コ

ン
デ
ン
サ
な
ど
の
電
気
機
器
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
油

類

沸
１
台
２
０
０
０
円

仏
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
㈱
東
京
事

業
所
営
業
課
（
☎
03･

５
７
６
５･

１
９
２

７
）
へ

物
県
産
業
廃
棄
物
指
導
課
☎
048
・
830
・
３

１
３
５

埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

就
労
出
張
相
談

働
く
意
思
が
あ
り
な
が
ら
「
内
定
が
も

ら
え
な
い
」「
退
職
後
ブ
ラ
ン
ク
が
で
き

て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
働
く
こ
と
に
関
し

て
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
や
、
そ
の
家

族
の
相
談
を
専
門
の
相
談
員
が
受
け
ま
す
。

腹
毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
※
要
申
し
込
み

複
ゆ
ま
に
て

覆
15
〜
39
歳
の
本
人
と
そ
の
家
族

沸
無
料

仏
埼
玉
と
う
ぶ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
☎
048
・
614
・
６
７
９
０
）
へ

物
商
工
観
光
課
☎
焚
２
７
４

　

第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
、教
育
委
員
会
教
育
長
、教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
案
が
同
意
さ
れ
、４
月
１
日
付
で
、次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

石い
し

黒ぐ
ろ　

貢み
つ
ぐ　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

並な
み

木き　

利と

美み

子こ　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日
）

加か

藤と
う　

正ま
さ

道み
ち　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
）

朝あ
さ

稲い
な　

康や
す

秀ひ
で　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日
）

木き
の

下し
た　

史ふ
み

江え　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
）

　

第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会
で
副
市
長
の
選
任
案
が
同
意
さ
れ
、斎
藤
順
一

前
副
市
長
の
後
任
と
し
て
４
月
１
日
付
で
、次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長
の
任
命

（
新　

任
）
宇う

田だ

川が
わ　

浩こ
う

司じ　

氏

　
　
（
任
期　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
）

　八潮メセナでは、 8月～ 10月に改修工事を予定しています。
　工事期間中は、ホールの貸し出しを中止します。
　その他の部屋は利用できますが、全館で大きな作業音が予想されるた
め、利用の目的・内容によっては支障があると思われますので、予約方
法を一部変更します。

曜日 区分 申込先

火～土曜日
午前（午前 9時～正午）
午後（午後 1時～ 5時）

八潮メセナ窓口のみ
（受付＝午前 9時~午後 7時30分）

夜間（午後 6時～ 9時30分）
八潮メセナ窓口またはまんまる
予約（通常どおり）日曜日

午前（午前 9時～正午）
午後（午後 1時～ 5時）
夜間（午後 6時～ 9時30分）

物八潮メセナ☎９９８－２５００

八潮メセナのホール貸出中止および
施設の予約方法の変更について

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

　本市を含む県東部で構成する埼葛郡市市町では、さまざまな人権問題
の解決に向け連携して人権教育・啓発活動を実施しています。
　その一環として、毎年 4月を「埼葛えせ同和行為対策強化月間」と定め、
同和問題の解決の妨げとなっている「えせ同和行為の排除」を呼びかけ
ています。

「えせ同和行為」とは
　個人、企業、行政機関などに対して、同和問題の解決に努力している
ように装い「高額な図書の購入強要」や「寄付金・賛助金の強請」など、「ゆ
すり」・「たかり」などをすることです。
　えせ同和行為は、その不当な要求自体が人権侵害ですが、同時に企業
や行政機関のみならず、国民の間に、同和問題に対する誤った意識を植
えつけ、新たな偏見や差別意識を生む大きな要因となっています。
　これは、同和問題解決のために多くの人々が積み重ねてきた啓発活動
や人権教育の効果を一挙に覆す許されない行為です。

えせ同和行為は断固拒否しましょう
　えせ同和行為者が、激しい言葉で不当な要求をしてきても、断固とし
て拒否をし、終始き然とした態度で対応しましょう。
　その場しのぎの安易な妥協は相手に期待を抱かせることになり、結果
として同和問題の解決を遅らせることになります。
※同和問題とは、「同和地区に住んでいる」あるいは「同和地区に生まれた」
という理由で、結婚や就職、日常生活などの面で差別を受けるという問
題です。　
　これは憲法が保障する「基本的人権」の侵害であり、日本の歴史の中
で生み出されたわが国固有の重大な人権問題です。
物人権・男女共同参画課☎焚８１１、社会教育課☎焚３６５

えせ同和行為を排除しましょう
―埼葛えせ同和行為対策強化月間―

＜予約方法＞


